
数値解析法特論Ｉ

A-2). Leith法・Lax-Wendroff法（Lagrange補間）

直線補間の数値拡散を押さえるために、補間関数をより高次のものに代えてみる

２次多項式：

係数は3つ→3点上の値を使えば決定できる。
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②補間による方法（Leith法） 

Leith法


